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日
本
共
産
党
鈴
鹿
市
議
団
の
森
川
議

員
、
石
田
議
員
は
、
こ
の
４
年
間
も

市
議
会
で
多
く
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

市
民
の
立
場
か
ら
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
暮
ら
し
を
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報
民

日
本
共
産
党
鈴
鹿
市
議
団
の

活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
政
報
告
特
集

市
民
の
目
線
で

チ
ェ
ッ
ク
と
提
案

【略歴】●1953年生まれ、58歳。●静岡

大学卒、鈴鹿市役所に11年余勤務、86年

に退職。●87年初当選、現在６期目。24

年間、毎議会質問に立ち、３代の市長と

論戦。●伊船町に在住、家族は妻、母、

２男１女（別居）。趣味は山歩き、読書

など。１反の田で米を作る。

市議会議員

矢橋３丁目10-34 電話 384-3740 FAX 384-2907
ホームページ http://blog.ymorikawa.net/

森川ヤスエさ
ん

【略歴】●1950年生まれ、60歳。●沖縄

県生まれ、上京し日本大学通信教育卒。

結婚して鈴鹿に住み、33年。●95年初当

選、現在４期目。毎月欠かさず議会報告

「女性は太陽」を発行、配布し続ける。

●矢橋３丁目に在住、家族は夫、３男

（別居）。趣味はお菓子作り、読書など。

一
般
の
市
職
員
の
退
職
金
は
、

「
在
職
１
年
に
つ
き
１
ヶ
月
」
の
計

算
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

市
長
は
じ
め
特
別
職
は
、
別
表
の
よ

う
な
ラ
ン
ク
付
け
で
支
給
さ
れ
、
市

長
は
１
期
４
年
で
１
９
０
０
万
円
も
受

け
取
り
ま
す
（
議
員
は
退
職
金
な
し
）
。

共
産
党
市
議
団
は
、
「
こ
の
よ
う

な
特
権
的
か
つ
身
分
差
別
的
な
方
式
は

や
め
、
一
般
職
並
み
に
す
る
こ
と
」

を
求
め
て
い
ま
す
が
、
市
長
は
妥
当

鈴
鹿
市
の
上
水
道
第
５
期
計
画

（
２
０
０
０
年
）
は
、
長
良
川
河
口

堰
か
ら
の
水
を
日
量
１
万
３
千
ト
ン
も

入
れ
た
日
量
12
万
５
千
ト
ン
と
い
う
過

大
な
も
の
で
し
た
。
共
産
党
市
議
団

は
計
画
の
最
初
か
ら
問
題
点
を
指
摘
し
、

「
県
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
長
良
川

導
水
を
返
上
し
、
10
万
ト
ン
以
下
の

自
主
的
な
計
画
に
せ
よ
」
と
、
見
直

し
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

市
は
08
年
、
５
期
計
画
を
変
更
し
、

長
良
川
導
水
（
実
際
は
木
曽
川
用
水
）

を
日
量
2
千
２
百
ト
ン
に
、
全
体
を

日
量
９
万
５
４
０
０
ト
ン
に
大
き
く
下

方
修
正
（
24
％
減
）
し
ま
し
た
。
こ

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、改
善
を
提
案

守
り
、
町
づ
く
り
を
進
め
る
具
体
的

な
提
案
を
行
な
い
、
実
現
を
は
か
っ

て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
今
期
の

議
会
活
動
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

の
変
更
で
、
県
水
料
金
の
負
担
が
年

10
億
円
か
ら
１
億
円
足
ら
ず
に
下
が
り
、

市
民
の
水
道
料
金
が
値
上
げ
に
な
る
心

配
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

水
道
料
値
上
げ
な
し
に

特
権
的
な
市
長
退
職
金
、
引
き
下
げ
求
め
る

入道岳と茶畑

で
あ
る
と
の
見
解
を
変
え
よ
う
と
し
ま

せ
ん
。
ど
ち
ら
が
市
民
感
覚
に
合
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？

職種 支給月数

一般職 ４．０

市 長 １８．０

副市長 １２．６

教育長 ９．０

水道局長 ７．９２

監査委員 ４．０

職種別の退職金(在職４年)

過
大
な
上
水
道
計
画

を
大
幅
変
更
、

計画を縮小して完成した椿配水池
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し守る市政を

「
中
学
生
に
も
小
学
校
と
同
じ
よ
う
に
、
温

か
く
て
お
い
し
い
給
食
を
」
と
、
議
会
で
何
度

も
訴
え
て
き
ま
し
た
。
08
年
か
ら
市
教
委
は
、

評
判
の
悪
い
「
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
」
（
業
者
弁

当
を
希
望
者
に
販
売
す
る
）
の
見
直
し
を
進
め
、

昨
年
６
月
議
会
で
、
つ
い
に
教
育
長
が
「
完
全

給
食
実
施
に
向
け
た
調
査
研
究
と
実
施
計
画
の

作
成
」
を
行
な
う
と
答
弁
し
ま
し
た
。
一
日
も

早
い
実
現
が
待
た
れ
ま
す
。

党
亀
山
市
議
団
と
協
力
し
て
、
広
域

議
会
で
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
提
言
。

８
億
円
も
た
ま
っ
た
基
金
を
使
え
ば
出

来
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

広
域
連
合
は
09
年
度
か
ら
３
年
間
の
保

険
料
を
、
低
所
得
の
人
に
や
さ
し
い
方

式
に
改
善
、
54
％
の
人
が
減
額
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
に
「
障
害
者

控
除
」
を
適
用
さ
せ
、
所
得
税
・
住
民

税
を
安
く
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食

実
現
の
メ
ド
つ
く

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

就
学
前
ま
で
に
引
き
上
げ

介
護
保
険
料

半
数
の
人
が
減
額
に

ワ
ク
チ
ン
接
種

無
料
に
な
り
ま
し
た

「
３
歳
児
ま
で
」
だ
っ
た
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
の
年
齢
引
き
上
げ
を
求
め
、

07
年
9
月
か
ら
「
就
学
前
ま
で
」
に
改

善
。
翌
年
県
が
制
度
化
し
て
で
き
た
市

の
余
裕
財
源
で
、
さ
ら
に
引
き
上
げ
を

提
案
、
09
年
4
月
か
ら
は
「
小
６
ま
で

の
入
院
」
に
ま
で
広
げ
ま
し
た
。

幼
児
の
「
髄
膜
炎
」
を
予
防
す
る

「
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
、
子

宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
。
ど

ち
ら
も
１
回
１
万
円
以
上
の
負
担
が
大
変

と
、
無
料
接
種
を
求
め
る
お
母
さ
ん
た

ち
の
声
を
質
問
で
取
り
上
げ
、
議
会
請

願
の
採
択
に
尽
力
し
ま
し
た
。

昨
年
の
12
月
補
正
予
算
で
、
今
年
１

月
か
ら
の
市
と
国
の
負
担
に
よ
る
無
料
実

施
が
実
現
し
ま
し
た

09
年
1
月
、
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
製
作
所
が
期
間
工
１

７
６
０
人
全
員
の
解
雇
を
発
表
。
市
議
団
は
党
県

委
員
会
、
国
会
議
員
団
と
と
も
に
撤
回
を
申
し
入

れ
、
市
議
会
で
も
動
こ
う
と
し
な
い
川
岸
市
長
に
、

ホ
ン
ダ
に
要
請
せ
よ
と
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
派
遣
切
り
や
雇
い
止
め
に
あ
っ
た
労
働

者
を
支
援
、
「
一
日
派
遣
村
」
を
ひ
ら
き
、
家
探

し
、
仕
事
探
し
、
生
活
保
護
受
給
を
進
め
る
な
ど
、

尽
力
し
ま
し
た
。

07
年
新
設
の
薬
学
部
に
、
十
分
な
検
討

も
な
く
９
億
円
（
精
算
で
８
億
円
）
も

の
助
成
は
多
す
ぎ
る
と
反
対
。
大
学
誘
致

時
に
す
で
に
33
億
円
も
出
し
て
い
る
と
、

こ
の
大
盤
振
舞
い
を
正
面
か
ら
批
判
し
ま

し
た
。

給食センターで、出来たての給食を試食

08
年
２
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
生
活
保

護
不
正
支
給
事
件
。
外
部
委
員
会
か
ら

「
ズ
サ
ン
で
無
責
任
」
と
指
摘
さ
れ
た
市

の
体
質
の
徹
底
究
明
を
要
求
。
し
か
し
市

と
し
て
の
総
括
は
不
十
分
な
ま
ま
、
ま
た

国
か
ら
「
不
適
正
」
と
さ
れ
、
返
還
し

た
保
護
費
５
８
０
０
万
円
の
う
ち
、
４
０

０
０
万
円
を
市
職
員
共
済
組
合
か
ら
穴
埋

め
す
る
と
い
う
ウ
ヤ
ム
ヤ
解
決
を
、
「
こ

れ
こ
そ
ズ
サ
ン
で
無
責
任
」
と
追
及
。
川

岸
市
長
に
ト
ッ
プ
と
し
て
の
責
任
を
問
い

ま
し
た
。

ホ
ン
ダ
１
７
６
０
人

非
正
規
切
り

医
療
科
学
大
薬
学
部
に

８
億
円
も
の
補
助
金

生
活
保
護
不
正
支
給
事
件

党県委員長らと共に、ホンダ鈴鹿製作所に申し入れ
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がんばってます

現消防庁舎の前に新庁舎建設中

旧神戸中校舎を市民の施設に

高
い
国
保
税

５
億
円
の
繰
り
入
れ
で

一
人
１
万
円
引
き
下
げ
を

こ
の
景
気
低
迷
の
と
き
に
、
市
は
10
年

度
国
保
税
を
10
％
も
引
き
上
げ
ま
し
た
。

市
議
団
は
値
上
げ
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

全
国
の
自
治
体
の
平
均
一
人
当
た
り
１
万

円
、
鈴
鹿
市
に
当
て
は
め
れ
ば
５
億
円
を
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
れ
ば
値
上
げ
は

回
避
で
き
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

鈴
鹿
市
の
国
保
税
収
納
率
は
６
７
・
５

％
と
県
下
最
悪
で
す
。
滞
納
に
苦
し
む
多

く
の
市
民
の
負
担
を
減
ら
し
「
払
え
る
国

保
税
」
に
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で

「
仕
事
起
こ
し
」
を

全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
、
建
設
関
係
の
業
者
・

職
人
の
皆
さ
ん
の
「
仕
事
起
こ
し
」
の
呼
び
水
と
し

て
、
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
屋
根
か
ら
畳
、
壁
や
窓
な
ど
ど
ん
な
工
事

も
対
象
に
し
て
、
市
内
業
者
が
施
工
す
る
工
事
額
の

１
割
、
上
限
20
万
円
の
助
成
で
、
そ
の
経
済
波
及
効

果
は
予
算
の
15
倍
以
上
、
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
し

ま
す
。
鈴
鹿
市
で
も
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
・
公
民
館
・

市
民
の
施
設
の
充
実
を

市
立
図
書
館
の
図
書
購
入
予
算
は
、
06
年
に
１
千

万
円
も
減
ら
さ
れ
て
２
千
万
円
に
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

し
か
も
、
そ
の
財
源
の
ほ
と
ん
ど
が
「
宝
く
じ
助
成

金
」
で
、
市
の
持
ち
出
し
は
わ
ず
か
40
万
円
足
ら
ず

と
い
う
貧
困
ぶ
り
で
す
。
ま
ず
元
の
３
千
万
円
に
戻

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
広
い
鈴
鹿
市
の
東
西
南

北
に
分
館
を
設
置
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

公
民
館
予
算
も
30
館
で
た
っ
た
１
２
０
０
万
円
と

い
う
状
態
で
、
抜
本
的
な
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

旧
神
戸
中
跡
地
の
ま
だ
新
し
い
体
育
館
や
校
舎
は

こ
わ
さ
ず
、
市
民
の
た
め
の
施
設
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

中
学
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
を

義
務
教
育
の
期
間
ま
で
は
、
せ
め
て
医

者
代
の
心
配
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
年
齢
を
「
中
学

校
卒
業
ま
で
」
に
引
き
上
げ
さ
せ
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
東
海
で
は
三
重
県
だ
け
が
し
て

い
る
「
償
還
払
い
」
を
変
え
て
、
他
県
の

よ
う
に
「
窓
口
無
料
」
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

消
防
防
災
体
制
の

底
上
げ
を

い
ま
消
防
本
部
の
新
庁
舎
が
建
設
中

で
す
が
、
せ
っ
か
く
施
設
や
消
防
・
救

急
車
両
が
基
準
ど
お
り
整
っ
て
も
、
消

防
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ず
、
消

防
車
1
台
に
5
人
乗
車
の
と
こ
ろ
３
人
、

２
人
乗
車
で
出
動
し
て
い
る
実
態
で
す
。

「
安
全
・
安
心
」
を
掛
け
声
だ
け
で
な

く
、
人
員
体
制
を
き
ち
ん
と
整
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

市
民
の
願
い
に
答
え
る

暮
ら
し
重
点
の
予
算
に

「
ホ
ン
ダ
の
税
収
が
へ
っ
て
財
政
が
大
変
だ
」

「
何
で
も
ガ
マ
ン
せ
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
厳
し
い
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
表
の
よ
う
に
、
税
収
が
落
ち
る
と
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
が
増
え
、
財
政
水
準
は
維
持
さ
れ

ま
す
。
大
事
な
の
は
「
ガ
マ
ン
」
を
強
い
る
こ

と
で
は
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め

の
工
夫
と
努
力
で
す
。

2008年度 2009年度 2010年度

市税収入 ３１３億 ２９２億 ２７７億

個人市民税 １１９億 １１７億 １０４億

法人市民税 ３４億 １５億 １３億

地方交付税 ４億 ８億 ３５億

市税＋交付税 ３１７億円 ３００億円 ３１２億円

鈴鹿市の市税収入と地方交付税



み
な
さ
ん
の
声
を
市
政
に
活
か
し
ま
す

鈴鹿市政に何を望みますか？

30
人
以
下
学
級

中
学
校
給
食

図
書
館
の
充
実

通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策

学
童
保
育
の
新
設
充
実

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の

年
齢
引
き
上
げ

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
、

減
免

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
減
免

介
護
負
担
金
の
軽
減

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
拡
大

障
害
者
負
担
の
軽
減

介
護
施
設
の
増
設

地
震
防
災
対
策

公
共
住
宅
の
拡
充

公
園
な
ど
の
整
備

公
民
館
の
充
実

市
民
の
憩
え
る
施
設
（
温
泉
な
ど
）

青
年
の
雇
用
対
策

教育･子育て･青年 くらし･福祉 町づくり･産業振興

教育費

複
数
回
答
の
た
め
合
計
は
１
０
０
％
に
は
な
り
ま
せ
ん

あなたの暮らしで負担を感じるものは

●主人の仕事が減っている。家のローンが払えなくてどうしたら良いか相談している。(40代、女）

●持病のため仕事に行けず、医療費も高いので病院にも行けなくて困っている。(50代、男）

●介護施設に入りたくても、料金が高くて入れません。(60代、女）

●娘が専門学校を卒業するが、いまだに就職先がない。(50代、男）

●結婚して愛知から来たが、中学校の給食がないのに驚いた。(30代、女）

●今ある小学校隣接の幼稚園はなくさないでほしい。(20代、女）

●市役所や図書館に公共の乗り物で行くのにたくさん時間がかかる。(40代、女）

●増えることのない年金生活なのに、医療費、保険料の増額でたいへん不安。(70代、男）

●夫が定年になり、健保と国保の保険料の違いにびっくりしました。(60代、女）

●中高生が遠くに行かなくても済むように、白子に図書館を。(70代、男）

（４）

日本共産党鈴鹿市議団のアンケートへの回答630通のまとめ

神 戸

大 木

千代崎

鈴 峰

白 鳥

創 徳

平田野
白 子

天 栄 鼓ヶ浦

市政･生活相談地域
（中学校区）

石田 秀三
森川ヤスエ

(稲生)

医療、介護費の費用

税金

公共料金

借金、ローン

最近の暮らし向きは

良くなった

い
じ
め
対
策

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設

保
育
所
増
設
充
実

そ
の
他

バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
の
町
づ
く
り

宅
老
所
な
ど
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

中
髙
生
の
た
め
の
施
設

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成

そ
の
他

こ
の
４
年
間
の
市
議
会
で
、
市
長
提
出
議
案
は
す
べ
て

「
可
決
」
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
議
員
は
「
何
で
も

賛
成
」
の
態
度
で
す
。
し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
望
む

「
ム
ダ
使
い
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
」
を
す
る
に
は
、
問
題
の

あ
る
議
案
や
予
算
に
は
反
対
し
、
是
正
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
に
と
っ
て
「
良
い
こ
と
に
は

賛
成
、
悪
い
こ
と
に
は
反
対
」
の
立
場
で
審
議
を
尽
く
し
、

賛
否
の
理
由
も
討
論
で
き
ち
ん
と
述
べ
ま
す
。
こ
の
４
年

間
で
、
お
よ
そ
９
割
の
議
案
に
賛
成
、
１
割
の
議
案
に
は

反
対
し
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
は
、
毎
回
か
な
ら
ず
本
会
議
で
の
一
般

質
問
・
議
案
質
疑
・
討
論
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
聞
く
だ
け
質
問
」
や
「
お
願
い
質
問
」
が
多
い
中
で
、

他
の
議
員
が
ふ
れ
な
い
「
生
保
不
正
事
件
」
「
同
和
問
題
」

「
退
職
金
」
な
ど
、
ズ
バ
リ
市
長
の
姿
勢
を
正
面
か
ら
た

だ
す
質
問
も
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
議
会
の
活
動
を
「
す
ず
か
民
報
」
や

「
議
会
レ
ポ
ー
ト
」
「
女
性
は
太
陽
」
の
発
行
、
両
議
員

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
市
民
に
報
告
し
、
市
民
か
ら
の

声
を
大
切
に
し
た
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

「
何
で
も
賛
成
」で
は
、

チ
ェ
ッ
ク
が
出
来
ま
せ
ん

ハ
ッ
キ
リ
発
言
、し
っ
か
り
報
告
し
ま
す

賃下げ、リストラ

その他

地域の代表

出身団体などの代表

ムダ使いなどのチェック

市政の情報を知らせる

市民の相談役

しっかり発言する

政策提言をする

市会議員に何を期待しますか？


